
 

船舶事故等調査報告書 

平成２５年６月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１３横第２２号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２５年２月１６日（土） １８時００分ごろ 

発生場所 千葉県浦安市日の出南東方沖 

 浦安市所在の千葉港葛南市川灯台から真方位１６３°１.９海里付    

近 

 （慨位 北緯３５°３８.１′ 東経１３９°５６.７′） 

事故等調査の経過 平成２５年２月１８日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜

事務所）を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

モーターボート キャセイⅠ、５トン未満（長さ８.１５ｍ） 

 ２４１－１０８８１千葉、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 船底に擦過傷、推進器翼に欠損 

 事故等の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者２人を乗せ、日の出東方沖

を北西進中、浅所に底触し、潮が満ちるのを待って自力で浅所から脱

出したところ、周囲が暗くなっており、平成２５年２月１６日１８時

００分ごろ日の出南東方沖ののり養殖施設に乗り揚げた。 

 船長及び同乗者２人は、船長の救助要請により、来援した千葉海上

保安部の巡視艇及び羽田航空基地所属のヘリコプターによって救助さ

れた。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 ６、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の初期、潮高 約６４cm 

 その他の事項 

 

 日の出東方沖の浅所は、海図記載の水深が０.４～０.５ｍで底質は

砂であり、その南方にはのり養殖施設が設置されていた。 

 船長は、本事故発生場所付近を航行するのは初めてであり、浅所及

びのり養殖施設が存在することを知らなかった。 

船長及び同乗者２人は、本事故発生当時、救命胴衣を着用してい

た。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、日の出東方沖の浅所付近を航行中、船長がのり養殖施設の

存在を知らなかったことから、浅所に底触して脱出した際、のり養殖



 

施設に乗り揚げたものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、日の出東方沖の浅所付近を航行中、船長

がのり養殖施設の存在を知らなかったため、浅所に底触して脱出した

際、のり養殖施設に乗り揚げたことにより発生したものと考えられ

る。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・初めて航行する海域については、事前に目的地までの経路、周辺

海域ののり養殖施設の設置状況、水深などの調査を行うこと。 

 


